


創作話

『未来の落とし穴』
（全校朝会で紹介）



昨日、

校長室で、

校長先生と話をした。



ぼくは、理科室からの帰り道だった。

友達も一緒だ！



その時、いきなりだ。



「『未来の落とし穴』って、
知ってるかって？」



「『未来の落とし穴』って？」



「聞いたことがないよ～。」



校長先生は、

続けて言った。



「でもね、

人生の一番大事な時に、

力を発揮できなくなる人が、

なぜか、いるんだな。」



「ええ？」



「たとえばね。」



「大事な入学試験の時に、

忘れ物をするとか、

遅刻をしてしまうとかね。」



「ええ。まさか！」



「未来の『落とし穴』っていうやつだな。

ドボーンって、

落っこちてしまうのさ。」



「今、そうじは、しっかりやっているかな？」



「ぎくっ！」



「自分勝手なこと

ばっかりして、

ホントは、



みんなを

困らせては

いないかい？」



「ぎくっ！ぎくっ！」



「未来に待ちうける
『落とし穴』を、

自分で、

今から
大きくしているんだな。」



「そんな ばかな！」



「なんでも、

まじめに取り組みことが、

未来に待ちうける『落とし穴』を、

せっせと、
埋めることになるんだよ！」



校長室での 短い会話であった。



あれは、ただ、夢を見ていたのだろうか。



でも、

今の自分の心に、



しっくりとくるのは、なぜだろう？



『未来の落とし穴』



本当に



本当に



あるような
気がしてきた。



創作話
「未来の落とし穴」
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